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令和７年度広島大学文学部編入学試験 解答例又は出題の意図等 
 

 

 

 

 

問 次の（１）～（３）のうちから二つを選んですべて日本語に訳せ。 

 

 

外国語および西洋哲学史の知識に基づいて構文および文意を正確に読み取り，自分の考えとして

咀嚼して論理的に表現することができているか。 

 

分 野 西洋哲学 
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〔Ⅰ〕 

 （１）倫理学の基礎用語の理解を見る。           

（２）科学と哲学と芸術の違いとそれぞれの特徴を哲学的に説明できているかを見る。 

 

〔Ⅱ〕英文読解能力および説明文の構成力を見る。 

（１）Beatles boycott の内容について，本文に即して説明できているかを見る。 

（２）Canceling(Cancellation)について，「吊し上げ」と「想像上の共同体」という言葉を用いて

本文に即して説明できているかを見る。 
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問
一 

 

（
一
） 

一
三
六
八
年
に
成
立
し
た
明
朝
を
中
心
と
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
が
、
一
四
・
一
五
世

紀
に
定
着
す
る
。
明
朝
は
周
辺
諸
国
に
朝
貢
を
求
め
、
そ
れ
を
行
っ
た
使
節
を
国
王
使
と
み
な

し
服
属
さ
せ
る
。
こ
れ
を
冊
封
と
い
う
。
加
え
て
出
入
国
の
管
理
を
海
禁
（
自
由
出
国
の
禁
止
）

及
び
勘
合
（
入
国
制
限
）
で
行
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
商
人
は
厳
し
い
管
理
の
も
と
、
自
由
な

貿
易
活
動
が
で
き
ず
、
そ
の
中
国
商
人
の
役
割
を
琉
球
王
国
が
担
っ
て
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
懸

け
橋
と
な
っ
た
。
明
の
海
禁
政
策
の
背
景
に
は
、
朝
鮮
半
島
か
ら
中
国
北
部
沿
岸
の
い
わ
ゆ
る

前
期
倭
寇
の
活
動
が
あ
り
、
朝
鮮
王
朝
の
誕
生
も
倭
寇
鎮
圧
に
功
績
の
あ
っ
た
軍
人
を
明
の
皇

帝
が
任
命
し
た
こ
と
に
よ
る
。
琉
球
王
国
や
朝
鮮
王
朝
の
国
王
と
異
な
り
、
日
本
の
場
合
、
室
町

幕
府
将
軍
が
日
本
国
王
と
さ
れ
た
。
三
代
将
軍
義
満
は
実
質
的
に
日
本
の
統
治
者
で
あ
っ
た
が
、

明
皇
帝
の
権
威
も
借
り
て
国
内
支
配
を
進
め
た
と
言
え
る
。 

    

（
二
） 

古
代
の
皇
朝
十
二
銭
は
発
行
さ
れ
て
も
普
及
せ
ず
、
通
貨
的
役
割
を
果
た
せ
ず
、
以
後
通
貨

の
な
い
時
期
が
続
く
。
し
か
し
、
十
一
世
紀
半
ば
に
は
宋
商
人
の
手
に
よ
っ
て
博
多
を
は
じ
め

と
す
る
日
本
各
地
に
唐
物
の
一
つ
と
し
て
宋
銭
が
大
量
に
持
ち
込
ま
れ
、
日
本
の
社
会
経
済
を

支
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
平
安
時
代
末
期
の
平
清
盛
は
、
日
宋
貿
易
を
展
開
す
る
う
え
で
、
唐
物

入
手
の
た
め
に
も
渡
来
銭
の
流
入
を
積
極
的
に
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
十
三
世
紀
前
半
に
絹
、
後

半
に
米
の
通
貨
と
し
て
の
役
割
を
銭
が
受
け
継
ぎ
、
外
国
か
ら
の
流
入
銭
、
つ
ま
り
渡
来
銭
が

日
本
国
内
の
流
通
を
担
っ
た
。
そ
う
し
た
中
、
年
貢
の
銭
納
が
次
第
に
各
地
で
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
こ
れ
を
代
銭
納
と
呼
び
、
各
地
で
年
貢
の
換
金
が
行
わ
れ
、
地
域
市
場
も
活
発
化
し

た
。
中
央
市
場
と
地
域
市
場
の
間
で
為
替
取
引
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
で
使
用
さ
れ

た
の
が
割
符
で
あ
る
。 
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（
三
） ①

（
れ
ん
し
ょ
） 

文
書
を
し
た
た
め
た
人
物
の
署
名
に
連
ね
て
署
名
を
お
こ
な
っ
た
も
の
。
鎌
倉
時
代
の
執

権
と
連
署
の
関
係
の
よ
う
に
、
職
名
と
し
て
も
用
い
ら
れ
た
。 

 

②
（
じ
と
う
う
け
） 

年
貢
納
入
を
地
頭
が
請
け
負
っ
た
も
の
。
荘
園
の
中
か
ら
領
主
と
し
て
成
長
す
る
過
程
で

見
ら
れ
た
形
態
。 

 

③
（
こ
く
じ
ん
り
ょ
う
し
ゅ
） 

地
頭
職
な
ど
を
も
と
に
領
主
的
支
配
を
周
辺
に
お
よ
ぼ
し
、
土
着
し
て
地
域
領
主
と
し
て

勢
力
を
伸
ば
し
た
。
な
か
に
は
戦
国
大
名
と
し
て
成
長
し
た
事
例
も
あ
る
。 

 

④
（
た
ん
せ
ん
） 

大
田
文
な
ど
の
土
地
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
「
公
田
」
田
数
を
基
準
に
賦
課
さ
れ
た
一
種
の

税
。
内
裏
造
営
な
ど
平
安
期
の
一
国
平
均
役
が
起
原
と
さ
れ
る
。 

  

問
二 

 

（
一
） ①

（
さ
ん
ぽ
う
り
ょ
う
ち
が
え
） 

江
戸
時
代
の
譜
代
大
名
の
転
封
の
一
形
態
。
三
つ
の
大
名
家
に
玉
突
き
状
態
で
領
地
を
同
時

に
交
換
さ
せ
る
こ
と
。 

 

②
（
ひ
ょ
う
じ
ょ
う
し
ょ
い
ち
ざ
） 

江
戸
時
代
の
幕
府
の
最
高
裁
判
機
関
で
あ
る
評
定
所
の
構
成
員
の
こ
と
。
主
に
三
奉
行
と
呼

ば
れ
る
寺
社
奉
行
、
町
奉
行
、
公
事
方
勘
定
奉
行
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。 

 

③
（
せ
き
も
ん
し
ん
が
く
） 

江
戸
時
代
中
期
に
、
石
田
梅
岩
が
創
設
し
た
庶
民
の
学
問
。 
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（
二
） 

享
保
度
仰
せ
い
だ
さ
れ
候
御
趣
意
並
び
に
寛
政
度
厚
き
御
趣
意
を
以
て
町
々
触
れ
渡
し
こ
れ

あ
り
、
町
役
人
共
始
め
一
統
相
弁
え
居
り
申
す
べ
き
儀
に
候
ら
え
ど
も
、
年
数
相
立
ち
候
に
つ

い
て
は
、
自
然
御
触
面
取
り
失
い
候
廉
々
少
な
か
ら
ず
相
聞
こ
え
候
、
此
の
度
重
き
仰
せ
出
さ

れ
こ
れ
あ
る
に
つ
き
、
追
々
触
れ
示
す
べ
き
儀
に
候
ら
え
ど
も
、
諸
事
近
年
の
仕
癖
相
改
め
、

享
保
・
寛
政
度
の
御
趣
意
に
違
わ
ざ
る
様
相
心
得
べ
く
候
。 

 

問
三 

 

（
一
） 

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
か
ら
一
部
の
雄
藩
は
露
骨
に
国
政
に
介
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
な
か

で
も
長
州
藩
は
過
激
な
攘
夷
論
を
旗
印
に
草
莽
の
志
士
や
一
部
公
家
と
も
結
び
つ
き
、
翌
年

に
か
け
て
宸
翰
も
左
右
す
る
ほ
ど
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
危
機
感
を
覚
え
た
孝
明
天
皇
や
薩
摩

藩
、
会
津
藩
な
ど
は
文
久
三
年
八
月
十
八
日
に
御
所
を
武
力
で
封
鎖
し
、
長
州
藩
と
三
条
実
美

ら
の
公
家
は
西
国
に
落
ち
延
び
た
。
長
州
藩
は
挽
回
を
図
り
翌
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
に
京

都
に
攻
め
上
っ
た
が
（
禁
門
の
変
）
、
幕
府
な
ど
の
連
合
軍
に
敗
れ
て
朝
敵
処
分
を
受
け
追
討

対
象
と
な
っ
た
。  

 

（
二
）  

①
徳
川
慶
喜 

 

 

②
一
八
六
七
年 

 

 

③
在
京
中
で
あ
っ
た
将
軍
徳
川
慶
喜
が
、
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
一
〇
月
に
徳
川
家
が
有
し
て

い
た
政
治
の
権
限
を
朝
廷
に
返
上
し
た
行
為
で
あ
る
。
当
時
慶
喜
と
対
立
し
て
い
た
薩
摩
藩
な

ど
一
部
の
雄
藩
は
、
武
力
も
辞
さ
な
い
形
で
対
決
を
計
画
し
て
い
た
が
、
彼
ら
は
大
政
奉
還
に

よ
っ
て
出
鼻
を
挫
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
諸
大
名
が
上
京
を
求
め
ら
れ
新
た
な
政
治
体
制
へ

の
模
索
が
続
い
た
が
、
一
二
月
に
薩
摩
藩
が
中
心
と
な
っ
て
王
政
復
古
政
変
が
起
こ
り
、
新
政

府
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。 
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問１ 

（１）伝統的工芸品とは, 昭和 49 年（1974）5 月「伝統的工芸品産業の振興に関する法律」で呼称

が定められる。日本において一定の地域で主として伝統的な技術又は技法等を用いて製造される伝統

的品を指し, 令和 5 年 10 月までに 241 品目ある。 

解答では, まず伝統的工芸品についての説明, 都道府県名, 品目が記されているかをみる。それに

より物事の論述方法を習得できているか否かを確認する。次にその品目の特徴, 形状の説明, また指

定されるに至る分析, 例えば地理的, 歴史的, 社会的要素および沿革, 現状把握, 将来展望が論述さ

れているかをみる。本分野の講義をもとに作成した出題内容であり, 方法論および論述思考をどれほ

ど弁えているかを問う。 

 

（２）神明造および大社造は, 飛鳥時代に起源が遡るとされる最古の神社本殿形式である。両者の

重要な共通点として, 身舎だけで構成された単純な平面であること, 古式な意匠（屋根に反りがない, 

組物を使わないなど）を有すること, 棟持柱をもつことが挙げられる。その一方, 神明造では本殿内

部の全てが神の占有空間であり, 神主であったとしても人の参入を許さないのに対し, 大社造では神

主が本殿内部に参入して祭礼が行われる。神社本殿は「神の占有空間を内包する建築で, そこに神が

常在するとされるもの」を指すので, この観点からすれば, 非参入式の神明造と大社造とでは根本的

な相違が認められる。ここでは本分野で学ぶ建築史学の内容が, どれほど理解できているかを問う。 

 

（３）神護寺所蔵の国宝紫綾金銀泥絵両界曼荼羅図は, 高雄山神護寺に伝来するが故に高雄曼荼羅

と称される。昨年修理が完成し, 本年 4 月から 6 月にかけては, 奈良国立博物館開催の生誕 1250 年記

念特別展「空海 KUKAI －密教のルーツとマンダラ世界」において, 続いて 7 月から 9 月にかけては東

京国立博物館開催の創建 1200 年記念特別展「神護寺―空海と真言密教のはじまり」において陳列され, 

美術史学の世界において今年最も注目された画像である。 

日本に初めて請来された彩色両界曼荼羅図は, 入唐中の空海が師である恵果の検校により 805 年に

宮廷絵師李真らによって描かれたものであるが, 高雄曼荼羅はその大きさのままに, 829 年から 833

年頃, 日本で金銀泥に置き換えて転写された。両界曼荼羅図とは何か, 高雄曼荼羅が制作された経緯, 

その表現・技法上の特徴などに加え, もし興味を持って見学していれば, その感想も求めたい。文化

財学の基本は, 作品を「見る」ことだからである。 

 

 

問Ⅱ 

 しょうそういん まきえ けまん ぼんしょう ふんぞうえ えんなん おさらんま さとだいり  

ちょうな まいらど うらざいしき（うらさいしき） はだうらがみ かんそうねんぶつ 

みろくぼさつ ことうさんざん 

 

文化財学（美術・工芸・建築）分野を専攻する上で, 知っていなければならない語句の基礎知識を

問う。 

 

 

  

分 野 文化財学 
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意
図
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問
一 日

本
語
学
の
基
本
的
な
術
語
に
つ
い
て
正
確
に
理
解
で
き
て
い
る
か
を
問
う
設
問
で
あ
る
。
音
韻
・

表
記
・
文
法
・
語
彙
の
各
分
野
か
ら
出
題
し
た
。
二
つ
の
術
語
に
つ
い
て
、
適
切
な
事
例
を
用
い
た
説

明
が
あ
れ
ば
正
解
と
す
る
。 

   

問
二 

（
一
）
紫
式
部
日
記 

 

（
二
）
紫
式
部
の
手
に
な
る
こ
と
、
平
安
時
代
中
期
の
仮
名
日
記
で
あ
る
こ
と
、
日
記
部
分
（
中
宮
彰

子
の
出
産
を
軸
と
し
て
描
写
）
と
消
息
的
部
分
（
他
の
女
房
に
対
す
る
批
評
や
自
己
の
性
格
、
心
境
な

ど
を
述
懐
）
か
ら
な
る
こ
と
、
等
の
基
本
的
事
項
を
押
さ
え
た
記
述
を
期
待
す
る
。 

 

（
三
）
仮
名
文
字
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
基
本
的
に
女
性
の
手
に
な
る
こ
と
、
回
想
的
で
あ
る
こ
と
、

自
照
性
が
強
い
こ
と
、
等
の
特
徴
を
、
具
体
的
な
作
品
に
即
し
て
記
す
こ
と
を
期
待
す
る
。 

   

問
三 

近
世
文
学
史
に
つ
い
て
の
理
解
を
問
う
設
問
で
あ
る
。
近
世
に
は
盛
ん
に
行
わ
れ
た
文
学
の
中
で
、

明
治
以
降
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
ジ
ャ
ン
ル
に
は
、
漢
詩
文
、
狂
歌
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
雅
俗
に
わ
た
る

広
汎
な
知
識
と
時
代
特
有
の
趣
味
に
裏
付
け
ら
れ
た
文
学
は
、
明
治
以
降
の
近
代
化
の
中
で
中
心
を
占

め
る
こ
と
と
な
る
小
説
な
ど
と
異
な
り
、
新
時
代
の
価
値
観
と
は
大
き
く
ず
れ
た
と
こ
ろ
で
し
か
存
在

し
な
く
な
り
、
そ
の
愛
好
者
も
時
代
と
と
も
に
減
っ
て
ゆ
く
。
以
上
の
よ
う
な
文
学
史
的
見
通
し
を
ど

の
程
度
会
得
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

   

分 
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日
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学
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問
四 

 

（
一
） 

 

Ａ 

・
関
東
大
震
災
の
翌
年
一
九
二
四
年
創
刊
の
雑
誌
『
文
芸
時
代
』
の
同
人
た
ち
の
文
芸
活
動
。 

 
 

・
横
光
利
一
・
川
端
康
成
・
中
河
与
一
・
片
岡
鉄
兵
・
岸
田
国
士
ら
の
同
人
と
代
表
的
作
品
。 

 
 

・
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
先
駆
け
。
既
成
の
リ
ア
リ
ズ
ム
へ
の
反
発
、
斬
新
な
表
現
上
の
工
夫
。 

 
 

・
同
時
期
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
等
と
の
関
連
。 

・
活
動
時
期
の
短
さ
や
各
作
家
の
そ
の
後
の
転
進
の
様
相 

な
ど
を
記
述
す
る
こ
と
。 

  Ｂ 

・
明
治
初
年
代
か
ら
の
小
新
聞
や
三
遊
亭
円
朝
の
講
談
本
な
ど
に
よ
る
先
駆
的
試
み
。 

・
明
治
二
十
年
頃
か
ら
、
山
田
美
妙
や
二
葉
亭
四
迷
ら
の
文
学
者
に
よ
っ
て
採
用
。 

・
特
に
模
索
さ
れ
た
の
が
、
文
末
を
ど
の
よ
う
に
締
め
く
く
る
か
。
「
で
す
」
「
だ
」
な
ど
。 

 
 

・
一
時
は
衰
退
し
た
が
、
自
然
主
義
・
白
樺
派
の
頃
に
小
説
は
ほ
ぼ
完
成
。 

・
官
庁
の
公
用
文
な
ど
は
文
語
体
の
使
用
が
続
い
た 

 

こ
と
な
ど
を
記
述
す
る
こ
と
。 

  

（
二
） 

 

・
喬
の
現
実
で
あ
る
「
病
鬱
」
「
生
活
の
苦
渋
」
を
指
摘
。 

・
「
街
で
は
自
分
は
苦
し
い
」
理
由
を
考
察
。 

・
街
や
人
と
対
比
さ
れ
た
自
然
の
描
写
の
手
法
を
分
析
。 

・
喬
が
欅
の
木
を
凝
視
し
、
「
視
る
こ
と
、
そ
れ
は
も
う
な
に
か
な
の
だ
。
自
分
の
魂
の
一
部
分

あ
る
い
は
全
部
が
そ
れ
に
乗
り
移
る
こ
と
な
の
だ
」
と
感
じ
る
箇
所
が
特
に
重
要
で
、
解
説
を

付
す
こ
と
。 
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【
解
答
例
】 

 

問
一 

 

（
一
）
（
徐
）
邈
は
こ
っ
そ
り
酒
を
飲
ん
で
、
酔
い
つ
ぶ
れ
て
し
ま
っ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 

    

（
二
）
ウ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

（
三
）
酒
の
清
き
者
を
謂
ひ
て
聖
人
と
為
し
、
濁
れ
る
者
を
賢
人
と
為
す
。 

 
 

 
 

 
 

     

（
四
） ひ

と
つ
は
、
聖
人
（
人
と
し
て
理
想
的
な
生
き
方
を
し
た
人
）
の
在
り
方
を
慕
い
、
同
じ
よ

う
な
道
を
歩
む
こ
と
を
楽
し
む
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。 

 

も
う
ひ
と
つ
は
、
『
三
国
志
』
に
見
え
る
故
事
に
基
づ
く
、
清
酒
を
飲
ん
で
楽
し
む
、
と
い
う

意
味
で
あ
る
。 

  

（
五
） 

解
答
例
１ 

宰
相
の
地
位
を
退
き
権
力
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
に
は
、
も
う
自
分
を
訪
ね
る
人
は

い
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
と
、
人
々
の
無
情
を
嘆
い
た
り
嘲
笑
し
た
り
し
て
い
る
。 

解
答
例
２ 

宰
相
を
辞
め
た
の
で
、
権
力
に
す
り
寄
っ
て
く
る
よ
う
な
人
々
は
も
う
自
分
を
訪
ね
て

く
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
か
ら
は
俗
世
間
と
の
交
わ
り
を
絶
ち
、
聖
人
の
道
を
楽
し
も

う
。 

分 
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問
二 

（
一
） 

陳
仲
挙
（
陳
蕃
） 

 

徐
孺
子
（
徐
穉
） 

 

（
二
） 

 
 

陳
仲
挙
（
陳
蕃
）
は
、
そ
の
言
は
士
人
の
手
本
、
そ
の
行
い
は
世
の
模
範
と
な
っ
て
い
た
。
か
ね

て
官
途
に
乗
り
出
し
て
、
天
下
を
粛
清
し
よ
う
と
志
し
て
い
た
。
豫
章
の
太
守
と
な
り
任
地
に
着

く
と
、
す
ぐ
に
徐
孺
子
（
徐
穉
）
の
居
所
を
た
ず
ね
、
ま
っ
先
に
彼
に
会
お
う
と
し
た
。
す
る
と

主
簿
は
、
「
わ
れ
わ
れ
一
同
の
気
持
ち
と
し
て
は
、
あ
な
た
様
に
ま
ず
役
所
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
存
じ
ま
す
が
」
と
い
っ
た
。
陳
蕃
は
答
え
て
い
っ
た
、
「
武
王
は
商
容
の
住
む
村
里
の
門

を
通
り
過
ぎ
る
時
、
車
の
上
か
ら
軾
に
手
を
か
け
て
挨
拶
し
、
賢
者
を
求
め
て
席
の
あ
た
た
ま
る

暇
も
な
か
っ
た
。
私
が
賢
者
に
礼
を
つ
く
す
の
に
何
の
不
都
合
が
あ
る
の
か
。
」 
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 │ ─  
 

 

 

 
 

з 

─  

⌐ ⇔≡ ⌂ ╛ ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ℮╙─⁹⌂⅔⅛≈ ∕╣╠─ ╛

⌐ ≠™≡ ⌂ ⅜≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 

 

 

и 

─  

 ⅜ ╛ ≤ ℮ ⌐≈™≡ ⌂ ⅜≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 

 

 ─ ⌐ ∆╢ ≢№╢⁹ │ ≤│ ™₈₩∆╢≤∆←⌐₩∆╢₉

≤™℮ ⅜№╢↓≤╩ ≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 

 

 ─ be │ ≢№╢⁹↓─╟℮⌂ ™ ─ ⅜▪ⱷꜞ◌ ⌐ ∫≡™╢↓≤

╩ ≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 

 

 

й 

─  

▬◑ꜞ☻ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ℮╙─⁹⌂⅔⅛≈ ╪∞ ╩ ⌐

≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 

 

 

к 

─  

▪ⱷꜞ◌ ⌐≈™≡ ⌂ ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ℮╙─⁹⌂⅔⅛≈ ╪∞ ╩ ⌐

≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 

 

 

л 

─  

 ⌐ ⇔≡ ⌂ ╛ ╩ ⇔≡™╢⅛╩ ℮╙─⁹⌂⅔⅛≈ ∕╣╠─ ╛

⌐ ≠™≡ ⌂ ╩ ≢⅝╢⅛╩ ℮╙─⁹ 
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〔Ⅰ〕 

  人間のある一定の発話は，「完全な考え」と呼んでいるものを表現しているという点において，特別

なステイタスを持つように思える。従って，もし私が“It’s rather hot, today”（今日はかなり暑い）と

言えば，如何なる英語のネイティブスピーカーも私が何かしら完全なメッセージを伝えていると解釈

するであろう。完全なメッセージを伝えることになる“It’s rather hot, today”（今日はかなり暑い）と

あなたが全く同じことを言えるということにも注意を払いなさい。しかしながら，私がこれを日曜日

に言って，あなたが月曜日に言うとすると，意思伝達されるメッセージは違ったものとなる。言語学

者はこれを表現された命題が異なると言う。 

 命題とは，「はい，それは真である」または「いいえ，それは偽である」と我々が言えるような文の

意味的側面のことである。命題は世界に包括される事態を記述するものであり，命題に対する真偽に

帰することを許すその事態との一致を述べるものである。 

 我々は異なる命題を表現していても，それらに対して全く同じ言語形式を使用していることにも注

意しなさい。我々はこれらを同じ文と呼んでいる。この些細なシナリオは我々に統語論における中心

的な考えの把握を提供する。そしてそれは，同じ形式をもつ発話を超えた抽象的なものとしての文の

考え方である。言語形式は命題に対して重要なものとはならない。 

 

〔Ⅱ〕 

（１）  

guru  ‘teacher’ 

bayi  ‘baby’ 

buku  ‘book’ 

prahoto  ‘truck’ 

kucing  ‘cat’ 

kera  ‘monkey’ 

 

se-  ‘one’ 

dua  ‘two’ 

tiga  ‘three’ 

lima  ‘five’ 

enam  ‘six’ 

tujuh  ‘seven’ 

 

ini  ‘this, these’ 

itu  ‘that’ 

 

orang  ‘-s’ 

buah  ‘-s’ 

ékor  ‘-s’ 

  

（２）  

・接頭辞 se-は「１」を意味する形態素。 

・orang, buah, ékor はそれぞれ「人」，「事物」，「動物」の名詞の前に現れその集団を表す。 

・従って，se-buah と se-ékor は，それぞれ「１かたまりの事物」，「動物の１集団」という意味にな

る。 

・データにはないが，se-orang という語が存在することが予想され，それは「１グループ」という意

味を表すと考えられる。 
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（３） インドネシア語の名詞句が＜（数詞）＋（序数詞）＋名詞＋（指示詞）＞という統語構造であ

ることに関して具体例を用いて説明していること。 
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